
予算要求資料
令和２年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費　　　
	事業名　岐阜県工業会補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　商工労働部　産業技術課IT利用促進室　IoT導入支援係　
電話番号：058-272-1111（内3052）
E-mail　：c11352@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　1,300千円（前年度予算額：1,300千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300

	要求額
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300

	決定額
	1,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,300


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
岐阜県を代表する多くの製造業者で構成され（会員数１２０社）、業種・業態の相違にかかわらず、技術開発を中心に交流を深め、組織的な事業推進を通じて地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化、新製品・新技術開発などを促進している一般社団法人岐阜県工業会の活動に要する経費の一部を補助し、活動を支援することにより、当県経済の活性化を図る。
（２）事業内容

①事業運営費補助
岐阜県工業会の下記事業経費に対する補助。

・技術開発支援事業

産学官や異業種企業間等の連携による県内企業の新技術・新製品開発に対する各種支援事業および共同研究等の仲介、技術開発に関する講演会、講習会及び研究会の事業を行う。

・交流事業

技術を主体とした産学官交流を積極的に推進するため見学会・交流会等および海外産業事情に関する調査事業等を行う。

②使用料、管理費補助

岐阜県工業会の事務費のうち使用料及び賃借料に対する補助。
（３）県負担・補助率の考え方

製造業は本県の主要産業であり、これを支援するための県負担は妥当。
（４）類似事業の有無
　なし
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	技術開発支援事業
	393
	企業の新技術・新製品開発を支援するため、技術情報を提供するための課題別技術研究会等を開催

	交流事業
	333
	技術を主体とした産学官交流を積極的に推進するため、見学会・交流会等および海外産業事情に関する調査事業等を行う

	事業運営費
	197
	事業運営に関して必要な経費

	使用料等
	377
	事務所使用料および管理費

	合計
	1,300
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）国・他県の状況

他県においても同様の産業団体への財政支援を実施している。
（２）後年度の財政負担
　継続して県が負担。
（３）事業主体及びその妥当性
事業主体である（一社）岐阜県工業会は、県内の多くの製造業者から構成され、

技術開発を中心に交流を深め、組織的な事業推進を通じて地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化、新製品・新技術開発などを促進している。その活動を支援することは、当県経済の活性化に繋がるものであり、妥当である。
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	岐阜県工業会補助金

	補助事業者（団体）
	一般社団法人岐阜県工業会
（理由）
岐阜県工業会は、県の基幹産業である製造業に関わる多くの企業で構成されている団体であるため。

	補助事業の概要
	（目的）
岐阜県を代表する多くの製造業者から構成され、業種・業態の相違にかかわらず、技術開発を中心に交流を深め、組織的な事業推進を通じて地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化、新製品・新技術開発などを促進している一般社団法人岐阜県工業会の活動に要する経費の一部を補助し、活動を支援することにより、当県経済の活性化を図る。
（内容）
1 事業運営費補助
岐阜県工業会の下記事業経費に対する補助。

・技術開発支援事業

産学官や異業種企業間等の連携による県内企業の新技術・新製品開発に対する各種支援事業および共同研究等の仲介、技術開発に関する講演会、講習会及び研究会の事業を行う。

・交流事業

技術を主体とした産学官交流を積極的に推進するため見学会・交流会等および海外産業事情に関する調査事業等を行う。

2 使用料、管理費補助

岐阜県工業会の事務費のうち使用料及び賃借料に

対する補助。

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（１，３００千円）
（内容）
事業運営費補助、使用料、管理費補助
（理由）
岐阜県工業会が実施する事業等に必要になる費用のため。

	補助効果
	岐阜県工業会の活動は、県内企業の産学官連携や異業種交流の促進、人材育成支援等により、地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化等を促進している。
製造業は本県の主要産業であり、これを支援することで、岐阜県経済の発展に寄与している。

	終期の設定
	終期　令和４年度

（理由）
県の基幹産業である製造業に関わる多くの企業で構成されている同会活動の活性化は、企業の技術力強化等につながり、県経済の活性化に結びつくことから、同会への支援は、県として継続すべき。


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか

岐阜県工業会の運営を支援することにより、県内製造業の経営基盤強化や技術力の高度化を図り、また、新製品・新技術開発を促す研究会や技術交流を通して、県内モノづくり産業の振興を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(H**年度末)
	目標

(令和２年度末)
	目標

(終期)

	1 講習会・講演会・研修会等開催件数
	
	１０
	１０

	2 課題別技術研究会開催件数
	
	１０
	１０


	
	H28年度
	H29年度
	H30年度
	R元年度
	令和2年度
（要求）

	補助金交付実績
	1,300千円
	1,300千円
	1,300千円
	1,300千円
	(要求額)
1,300千円

	指標①目標
	１０
	１０
	１０
	１０
	１０

	指標①実績
	１１
	６
	１３
	(推計値)
１０
	(推計値)
１０

	指標①達成率
	１１０％
	６０％
	１３０％
	(推計値)
１００％
	(推計値)
１００％

	指標②目標
	１０
	１０
	１０
	１０
	１０

	指標②実績
	１４
	９
	９
	(推計値)
９
	(推計値)
１０

	指標②達成率
	１４０％
	９０％
	９０％
	(推計値)
９０％
	(推計値)
１００％


（前年度の成果）

	県内企業の産学官連携や異業種交流の促進、人材育成支援等により、地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化等を促進し、岐阜県経済の発展に寄与。
○技術開発支援事業

　　産学官や異業種企業間等連携による県内企業の新技術・新製品開発に対する各種支援事業、技術開発に関する講演会・講習会及び研究会の開催。

○交流事業

技術を主体とした産学官交流を積極的に推進するため、見学会・交流会等及び海外産業事情に関する調査事業等の実施。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
経済状況の変化等による中小企業の課題の多様化が進む中、モノづくり産業を中心とした県内経済のさらなる振興を図るため、継続した支援が必要である。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	モノづくり産業の活性化により、県内産業の振興に繋がる。本県が「清流の国ぎふ」創生総合戦略で掲げる「地場産業の活力の強化」にも一致しており、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○
	県内の工業界が一体となり平成６年に設立されて以来、県工業会の活動は県内企業の産学官連携や異業種交流の促進につながっており、地域企業の経営基盤強化や技術力高度化に貢献している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
○
	毎年、会員企業の要望に基づき事業内容の見直しを図っている。


（事業の見直し検討）

	大手メーカーの海外進出と現地調達率の上昇、国内市場の縮小懸念など、国内産業の空洞化がさらに懸念されていることから、今後も県・工業会および関連団体等が連携して、企業の技術開発支援等により県内産業振興に寄与していく。


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）

事業主体である（一社）岐阜県工業会は、県内の多くの製造業者から構成され、技術開発を中心に交流を深め、組織的な事業推進を通じて地域企業の経営基盤の強化、技術の高度化、新製品・新技術開発などを促進している。その活動を支援することは、当県経済の活性化に繋がるものであり、支援の継続は妥当である。


